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第３章 公共交通利便性の整理（アクセシビリティ評価） 

 

ここでは、公共交通機関の利用による都市生活の利便性を評価するため、『アクセシビリティ指

標活用の手引き（案）／国土技術政策総合研究所都市研究部』に基づきアクセシビリティ指標を

算出します。 

なお、指標の算出にあたっては市域を100ｍメッシュに分割し、算出します。 

※ 算出結果は当初計画策定時点のものです。 

 

１ Ｔ指標とＰ指標について 

 

アクセシビリティ指標には、Ｔ指標とＰ指標があります。 

Ｔ指標は、都市内の各地点における都市交通の利便性（アクセシビリティレベル）を示すもの

です。単位は所要時間（分）であり、徒歩または公共交通機関の利用による「市内各地点から目

的地までの所要時間」を公共交通機関の運行頻度の違いによる待ち時間の期待値を加えて計量し

ます。Ｔ指標には、目的地別に、指標Ａ、指標Ｂの２種類を設定します。 

Ｐ指標は、Ｔ指標の一定時間以内の値の区域に居住する人口と、その人口が都市の総人口に占

める割合で示すものです。Ｔ指標が都市内各地点における利便性であるのに対し、Ｐ指標は、都

市全体の都市交通の利便性（アクセシビリティのレベル）を示します。 

 

◆指標Ａ：「公共交通の利用のしやすさ」 

「都市内の各地点から鉄道、バス等の公共交通機関に乗車するまでにかかる所要時間の数

値」です。 

各々の地点から徒歩による公共交通機関までの移動時間と公共交通機関待ち時間の期待

値の計で算出します。 

 

【指標Ａのイメージ】 

 

  

20人 20人 20人

10人 10人 10人

バス停までの移動時間 待ち時間の期待値

10人 10人 10人 バス停まで５分のエリア ⇒ ５分 + ５分（10分/２） =

バス停まで10分のエリア ⇒ 10分 + ５分（10分/２） =

10人 10人 10人 バス停まで20分のエリア ⇒ 20分 + ５分（10分/２） =

乗車するまでにかかる時間

Ｔ指標

25分

15分

10分

Ｐ指標

40％（60人/150人）

40％（60人/150人）

20％（30人/150人）

バス路線バス停（10分に１本）
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◆指標Ｂ：「都市中心部への利便性」 

「都市内の各地点から都市の中心部までの所要時間」であり、本市においては、都市計画

マスタープランにおいて都市交流拠点に位置づけられる「勝川駅」、「ＪＲ春日井駅」、「神領

駅」、「高蔵寺駅」、「味美駅」、地域拠点に位置づけられる「名鉄春日井駅」、「鷹来地区」、「坂

下地区」、「高蔵寺ニュータウンセンター」を中心部とします※。 

各々の地点から各駅までの徒歩及び公共交通機関での移動時間と公共交通機関待ち時間

の期待値の計として算出します。 

 

【指標Ｂのイメージ】 

 

 

 

※ 都市計画マスタープランにおける地域拠点の内、名鉄牛山駅は市街化調整区域（市街化を抑制すべき区域）に

位置します。そのため、ここでは名鉄牛山駅以外の９拠点を都市中心部として、アクセシビリティ評価の対象

とします。 

 

  

20人 20人 20人

都市中心部

10人 10人 10人

10人 10人 10人

10人 10人 10人

バス路線バス停（10分に１本）

乗車時間10分

バス停までの移動時間 待ち時間の期待値 乗車時間

バス停まで５分のエリア ⇒ ５分 + ５分（10分/２） + 10分 =

バス停まで10分のエリア ⇒ 10分 + ５分（10分/２） + 10分 =

バス停まで20分のエリア ⇒ 20分 + ５分（10分/２） + 10分 =

都市中心部までにかかる時間

Ｔ指標 Ｐ指標

20分 40％（60人/150人）

25分 40％（60人/150人）

35分 20％（30人/150人）
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２ アクセシビリティの評価 

 

(1) 公共交通の利用のしやすさ（指標Ａ－コミュニティバス無し） 

Ｔ

指

標 

◆指標Ａでアクセシビリティが確保されていると判断される「30分以内」の地点は、ＪＲ

中央本線及び名鉄小牧線各駅の周辺、ＪＲ中央本線各駅を起終点として北へ放射状に伸

びるバスルート沿線、高蔵寺ニュータウン内の基幹的なバスルート沿線です。 

◆「15分以内」の特に利便性の良い地点は、各拠点の周辺の他、「ＪＲ春日井駅」から北西

へ伸びるバスルート沿線及び高蔵寺ニュータウン内の基幹的なバスルート沿線です。 

◆市街化区域内においても勝川駅から春日井駅間、春日井駅から神領駅間の東西方向のバ

スルート沿線では30分を超える地点がみられる他、市北東の山間部のバスルート沿線は

「60分以上」となっています。 

Ｐ

指

標 

◆指標ＡにおけるＰ指標の値は「15分以内」が15.9％、「30分以内」が56.6％です。 

◆アクセシビリティが確保されていると判断される「30分以内」の合計は72.5％です。 

◆総人口の７割以上が、公共交通の利便性が高いエリアに居住しています。 

 

【図3-1 Ｔ指標（指標Ａ：公共交通の利用のしやすさ－コミュニティバス無し）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図3-2 Ｐ指標（指標Ａ：公共交通の利用のしやすさ－コミュニティバス無し）】 

 

 

 
48,457人、15.9％ 17,259人、56.6％ 84,153人、27.5％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

15分以内

30分以内

上記以外

30分以内人口：221,416人
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(2) 公共交通の利用のしやすさ（指標Ａ－コミュニティバス有り） 

Ｔ

指

標 

◆コミュニティバスを含めた場合、コミュニティバスを含めない場合に徒歩圏外であるエ

リアにおいてアクセシビリティが高まりますが、指標Ａでアクセシビリティが確保され

ていると判断される「30分以内」の地点に変化はありません。 

◆コミュニティバスは運行間隔が１時間程度であるため、アクセシビリティが確保されて

いると判断される「30分以内」の地点に影響がないことがうかがえます。 

Ｐ

指

標 

◆コミュニティバスを含めた場合も、指標ＡにおけるＰ指標の値に変化はなく「15分以内」

が15.9％、「30分以内」が56.6％です。 

 

【図3-3 Ｔ指標（指標Ａ：公共交通の利用のしやすさ－コミュニティバス有り）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図3-4 Ｐ指標（指標Ａ：公共交通の利用のしやすさ－コミュニティバス有り）】 

 

 

 

  

48,457人、15.9％ 17,259人、56.6％ 84,153人、27.5％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

15分以内

30分以内

上記以外

30分以内人口：221,416人
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(3) 都市中心部への利便性（指標Ｂ－コミュニティバス無し） 

Ｔ

指

標 

◆指標Ｂでアクセシビリティが確保されていると判断される「45分以内」の地点は、各拠

点の周辺の他、「ＪＲ春日井駅」から北西へ伸びるバスルート沿線及び高蔵寺ニュータウ

ン内の基幹的なバスルート沿線です。 

◆市街化区域においても勝川駅から春日井駅間、春日井駅から神領駅間の東西方向のバス

ルート沿線や市北部等では45分を超える地点もみられます。 

Ｐ

指

標 

◆指標ＢにおけるＰ指標の値は、「30分以内」が57.8％、「45分以内」が17.0％、「60分以内」

が11.6％です。 

◆アクセシビリティが確保されていると判断される「45分以内」の合計は74.8％です。 

◆総人口の約７割が各拠点まで徒歩または公共交通機関によってアクセスしやすいエリア

（45分以内）に居住しています。 

 
【図3-5 Ｔ指標（指標Ｂ：都市中心部への利便性－コミュニティバス無し）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図3-6 Ｐ指標（指標Ｂ：都市中心部への利便性－コミュニティバス無し）】 

 

 

  

45分以内人口：228,597人

176,653人、57.8％ 51,944人、17.0％

35,285人、11.6％

41,686人、13.6％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30分以内

45分以内

60分以内

上記以外
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(4) 都市中心部への利便性（指標Ｂ－コミュニティバス有り） 

Ｔ

指

標 

◆コミュニティバスを含めた場合、コミュニティバスを含めない場合に徒歩圏外であるエ

リアにおいてアクセシビリティが高まりますが、指標Ｂでアクセシビリティが確保され

ていると判断される「45分以内」の地点に大きな変化はありません。 

◆指標Ａと同様、コミュニティバスは運行間隔が１時間程度であるため、アクセシビリテ

ィが確保されていると判断される「30分以内」の地点に影響がないことがうかがえます。

Ｐ

指

標 

◆かすがいシティバスを含めた場合、指標ＢにおけるＰ指標の値は、「30分以内」が58.3％、

「45分以内」が17.1％、「60分以内」が14.5％であり、「30分以内」及び「45分以内」が

微増しますが、大きな変化はありません。 

 

【図3-7 Ｔ指標（指標Ｂ：公共交通の利用のしやすさ－コミュニティバス有り）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図3-8 Ｐ指標（指標Ｂ：公共交通の利用のしやすさ－コミュニティバス有り）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

178,066人、58.3％ 52,104人、17.1％

44,433人、14.5％

30,965人、10.1％

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

30分以内

45分以内

60分以内

上記以外

45分以内人口：230,170人


